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1. はじめに 

1.1. 拡張 DM エディタについて 

拡張 DM エディタは「作業規程の準則」の「公共測量標準図式 数値地形図データファイル仕様」に記述されて

いるフォーマットのファイルを処理するアプリケーションです。拡張子「.dm」のファイルを開き、３次元表示、

検査、修正、保存などができます。 

「拡張 DM」は「作業規程の準則」以前の名称で「国土交通省公共測量作業規程」の「デジタルマッピングデ

ータファイル(DM)」と区別するために使われてきました。「作業規程の準則」では使われていませんが、この説明

書では「拡張 DM」と表記します。 

拡張 DM エディタは拡張ＤＭデータファイルを直接リードし、拡張ＤＭデータファイルを直接出力します。ソ

フトウェア内部では、拡張ＤＭの仕様と同じ形式でデータを管理しています。インポート・エクスポートにより

プログラム内部で他のデータ形式へ変換して管理するスタイルと異なるので、拡張ＤＭが持っている情報を生か

したインタフェース、操作やチェックが可能です。 

 

拡張 DM 

ファイル 

拡張 DM エディタ 

拡張 DM データ 

データコンバート 

 

拡張 DM 

ファイル 

開く 保存 

DM 

ファイル 

DM 

ファイル 

 

 

1.2. 作業規程の準則との対応 

作業規程の準則に対応する機能をリストアップします。[*]-[*]はメニュー名です。 

ページ 内容 対応 

275 基準点の表示密度 [チェック]-[基準点・等高線数値の表示密度] 

図上 10cm×10cm の矩形毎に注記(E7)をカウントします 

276 取得分類コード [チェック]-[標準チェック] 

取得分類基準表にない分類コード・図形区分・データタイプを検出します。 

インデックスファイルにより使用分類コードと標準の分類コードの対応を

参照します。 

276 面データ 

始点と終点は同一座標 

[チェック]-[標準チェック] 

[チェック]-[始終点座標一致チェック] 

始終点座標が一致していない面(E1)と線(E2)を検出します。 

277 データタイプは、数値地

形図データ取得基準表

のとおりとする 

[チェック]-[標準チェック] 

取得分類基準表にない分類コード・図形区分・データタイプを検出します。 

277 等高線、基準点、数値地 [チェック]-[標準チェック] 
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形モデルの座標次元は

3 次元とする 

等高線、基準点、ランダムポイント、ブレークラインについて 3 次元でな

い要素を検出します。 

277 標高値が同一の場合は

属性数値を使用… 

拡張 DM ファイル保存時に、標高値が同―の場合と異なる場合を分けて出

力しています。 

277 真幅道路等は街区面が

構成できるように… 

[チェック]-[道路チェック] 

「道路縁線」の端で開放部を検出します。 

[チェック]-[ネットワークチェック] 

「端点間の隙間」で開放部を検出します。 

277 河川等において道路橋

等の下を通過する… 

[チェック]-[ネットワークチェック] 

「端点間の隙間」で要素の抜けを検出します。 

277 線の中間に別の線デー

タが接する場合… 

[一括処理]-[座標のずれ対応] 

cm あるいは mm での座標値の丸めによるずれを解消します 

278 射影部の上端と射影部

の下端の始終点座標が

座標一致 

[チェック]-[ネットワークチェック] 

「端点間の隙間」で始終点がずれている個所を検出します。 

278 面データが図郭で分断

される場合… 

[チェック]-[図郭チェック] 

図郭線上での接合および点列の方向の一致を検査します。 

279 座標列方向 [チェック]-[ネットワークチェック] 

「点列の方向が不一致」で始点と始点あるいは終点と終点で接している個

所を検出します。 

[一括処理]-[点列の方向反転] 

複数の要素がポリゴンになる場合、右回りにします。 

287 注記の文字列の角度の

範囲 

[チェック]- [標準チェック] ,[注記チェック] 

縦書きと横書きそれぞれの角度の範囲外の注記を検出します「4.1.注記チ

ェック」参照。 

289 等高線数値の表示密度 [チェック]-[基準点・等高線数値の表示密度] 

図上 10cm×10cm の矩形毎に注記(E7)をカウントします 

307- 取得分類基準表 [チェック]-[標準チェック] 

分類コードについて定義されている図形区分とデータ(面,線など)以外の要

素を検出します。「3.1.標準チェック」参照。 

390-392 

401,407 

注記の「全角・半角」 [チェック]-[標準チェック]で検出します。 

[チェック]-[注記チェック]で全角半角を変換します。「4.1.注記チェック」

参照。 

 

1.3. 既存の DM から拡張 DM への変換 

既存の DM データファイルから拡張 DM データファイルに変換する場合の手順を説明します。 
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DM 
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データコンバート 

 

一括処理 

検査・修正 

拡張 DM 

ファイル 

開く 保存 

 

 

① 一旦、既存の DM データファイルを拡張 DM 形式へ変換します。複数の DM を開き、[データ]パネルの[DM]

のポップアップメニュー[すべて上書き保存]でまとめて拡張 DM データファイル形式に変換します。保存

時にオプション[DM を拡張 DM にする]を指定してください。この段階では、ファイルの形式を変更した

のみで、データの内容は変わっていません。 

  

 

 

② ①で保存した拡張 DM を開いて、メニュー[一括処理]-[拡張 DM 化]で等高線数値の分類コードなど、一括

して変換します。 
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③ 検査と修正を行います。特に[チェック]-[標準チェック]は拡張 DM 専用のチェックメニューです。 

 

 

④ [データ]パネルの[すべて上書き保存]で、拡張 DM データファイルを保存します。 
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1.4. チェック内容の紹介 

拡張 DM エディタはチェック内容の一部を紹介します。 

項目 チェック方法 

分類コード [チェック]-[レコードタイプチェック] 

各分類コード別に使われているレコードタイプ(面:E1,線:E2,…)を指定し、該当しない要素をリス

トアップします。また、面(E1)と線(E2)について分類コード別に図形区分コードを指定し、該当し

ない要素をリストアップします。 

図形区分 上記の[チェック]-[レコードタイプチェック] 

要素数 DM ファイル保存時に、要素数をカウントし、図郭レコード(b)の要素数をセットします。 

[ファイル]-[要素数 CSV 保存]で、ファイル別に分類コード別に要素数の CSV を作成します。 

頂点数 [ファイル]-[要素数 CSV 保存]で、ファイル毎に、分類コード別に頂点数の CSV を作成します。 

 

項目 チェック方法 

書式一貫性 空間属性 始終点一致 [チェック]-[標準チェック]で面(E1)について 

「始点と終点が同一座標」 

主題属性 未分類コード チェック]-[レコードタイプチェック] 

各分類コード別に使われているレコードタイプ(面:E1,線:E2,…)を

指定し、該当しない要素をリストアップします。 

領域一貫性 空間属性 図郭外座標 [チェック]-[図郭チェック]の「図郭外」で、面と線、点、方向、円、

円弧、注記要素について図郭の外に出ている点をリストアップ 

主題属性 異分類コード [チェック]-[レコードタイプチェック] 

各分類コード別に使われているレコードタイプ(面:E1,線:E2,…)を

指定し、該当しない要素をリストアップ。 

図形区分 [チェック]-[レコードタイプチェック] 

面(E1)と線(E2)について分類コード別に図形区分コードを指定し、

該当しない要素をリストアップします。 

 

検査項目 検査内容 チェック方法 

分類コードの誤り 分類コードと図形区分が定義以

外 

[チェック]-[レコードタイプチェック] 

各 分 類 コ ー ド 別 に 使 わ れ て い る レ コ ー ド タ イ プ

(面:E1,線:E2,…)を指定し、該当しない要素をリストア

ップします。また、面(E1)と線(E2)について分類コー

ド別に図形区分コードを指定し、該当しない要素をリ

ストアップします。 

レイヤー内に別な

分類コードが存在 

図形レイヤー内に別な分類コー

ドが存在する 

DM の保存時に、グループヘッダレコード毎に所属す

る要素を振り分けて、保存しています。 

図形区分 図形区分は 0 から 99 DM リード時にチェックし、範囲外があればれ表示 
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始終点一致 始終点一致(面指定)の分類コー

ドについて閉合 

[チェック]-[標準チェック]で面(E1)について 

「始点と終点が同一座標」 

[チェック]-[始終点座標一致チェック] 

同一点 点と点 [チェック]-[点要素チェック] 

「同一座標」 

同一点 面(E1)線(E2)について、同じ座標

の点が連続する 

[チェック]-[点列チェック] 

「次の点が同一座標」 

線の重複 線と線が重複している、間断区分

の定義があるものは除外 

[チェック]-[線の重複チェック] 

「陰線以外の重複検出」 

同一分類コードの

重複 

線と線が重複している。間断区分

定義があるものは除外 

[チェック]-[線の重複チェック] 

「同一分類コード内の重複検出」 

線のねじれ 途中がねじれている折れ線 [チェック]-[点列チェック] 

「自己交差」 

線の交差 線と線が交差している [チェック]-[交差チェック] 

連続線 見た目は 1 本の線であっても複

数の線にわかれている 

[チェック]-[ネットワークチェック] 

「同一 XYZ 座標の端点で接続する」 

法面の向き 法面の上端線と下端線が右回り

になっている 

[チェック]-[その他のチェック] 

「射影部の上下段銭の方向」 

[一括処理]-[点列の方向反転] 

等高線の向き 始終点が一致している等高線 [一括処理]-[点列の方向反転] 

「ポリゴンになっている場合、右回りにする」 

3 次元 図形について Z 座標を与えてい

ない 

[ツール]-[要素リストアップ]で、3 次元になるべき分類

コードを指定し、「2 次元」の要素をリストアップ 

図郭外座標 図郭外の地物 [チェック]-[図郭チェック] 

「図郭外」 

 

1.5. GeoCoach3D(DM 三次元エディタ)との違い 

拡張 DM エディタと「GeoCoach3D(DM 三次元エディタ)」は共通のソフトウェア基盤上に組み立てているアプ

リケーションです。「GeoCoach3D」と共通する部分と異なる部分があります。 

 

拡張 DM エディタのみの機能 

拡張 DM データファイルの入出力 

DM から拡張 DM への変換、拡張 DM から DM への変換 

TIN から不整三角網を含む拡張 DM データファイル作成 
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DXF ファイルから拡張 DM データ形式へインポート（GeoCoach3D では DXF インポートはオプション） 

拡張 DM データ形式から DXF ファイル保存（GeoCoach3D では DXF エクスポートはオプション） 

メニュー[ファイル]-[参照 TIN]-[参照 拡張 DM(.dm)] 

メニュー[ファイル]-[標準チェック] 

TIN 保存でのメニュー[保存 拡張 DM(.dm)] 

作業規程の準則で新たに追加された内容の対応 

 

GeoCoach3D のみの機能 

メニュー[ファイル]-[チェックリスト保存]-[チェックリスト保存(JSP・SIMA-DM)] 

メニュー[3 次元化] 

メニュー[一括処理]-[標高値シフト] 

メニュー[砂防基盤図] 砂防基盤図作成のための専用機能 

メニュー[TIN]-[TIN 作成]での砂防基盤図 TIN テキストファイル保存 

GeoCoach3D 用のオプション（現在、拡張 DM エディタにはオプションがありません） 

 

３D 表示、チェックメニュー、一括処理メニューなどは、ほとんど共通していますが、拡張 DM データファイ

ルの仕様や作業規程の準則で新たに追加された内容についての検査と処理については異なります。 

この説明書では GeoCoach3D と異なる部分について記述していきます。表示など共通する部分については

GeoCoach3D の説明書を参照してください。また、DXF からのインポート、DXF へのエクスポートについては、

GeoCoach3D のオプション説明書を参照してください。説明書は次の URL からダウンロードできます。 

http://www.geocoach.co.jp/download.html 

 

http://www.geocoach.co.jp/download.html
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2. ファイル入出力 

2.1. DM との変換 

メニュー[ファイル]-[開く DM・拡張 DM]で DM と DM 両方のファイルを開くことができます。DM か拡張 DM

かは図郭レコードのバージョンで判断します。 

 

 

開いたファイルが拡張 DM の場合、[レポート]パネルに「公共測量標準図式数値地形図データファイル」と表示

します。DM の場合は「国土交通省デジタルマッピングデータファイル」と表示します。 

 

 

拡張 DM データを保存する際には、拡張 DM で保存するか、DM に変換して保存するかが選択できます。 

 

 

同様に DM データファイルを開いた場合、DM で保存するか、拡張 DM に変換して保存するかが選択できます。 
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DM から拡張 DM への変換では次のような処理を行っています。 

 ̧ 図郭レコード(a)のバージョンを「1」にする 

 ̧ 図郭レコード(b)の図郭座標(2)が空白なら図郭座標(1)をセットする 

 ̧ 図郭レコード(d)の年月が空白ならば「0」で埋める 

 ̧ 図郭レコードと注記について JIS コードからシフト JIS への変換 

 ̧ 図郭レコードの入力機器名などの全角スペースを半角スペースに置き換える 

 ̧ グループヘッダレコードの地域分類と情報分類、年月が空白ならば「0」で埋める 

 ̧ 要素レコードの地域分類と情報分類、年月が空白ならば「0」で埋める 

 ̧ 等高線と標高値がすべて同じ３次元の要素について属性数値に標高値をセットし、二次元座標レコードで

記録する 

 ̧ 点(E5)の座標は代表点の数値と属性数値に記録し、座標レコードは記録しない 

 ̧ 要素レコードの属性数値の標高値は mm 単位にする 

 ̧ 注記レコードが複数で、レコードの区切りに全角文字がきた場合、バイトに分割する 

 

2.2. 不整三角網 

拡張 DM ファイルからＴＩＮを発生し、不整三角網の拡張ＤＭファイルが作成できます。また、ＤＸＦファイ

ルなど他のフォーマットのＴＩＮファイルから不整三角網のＤＭファイル作成、他のフォーマットへの変換も可

能です。[データ]パネルの TIN で、TIN データのポップアップメニュー「保存 拡張 DM(dm)」で保存できます。 
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ファイル保存ダイアログで選択された拡張 DM データファイルの図郭レコードを参照し、不整三角網の拡張 DM

にセットます。 

 

 

保存するのは不整三角網データのみで、図郭レコードを参照した拡張 DM の要素は保存しません。 
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2.3. DM ファイルリード時のチェック 

DM ファイルリード時のチェックに年月の内容チェックを追加しました。 

 

準則の DM(拡張 DM)の図郭レコード(e)の「作成年月」「現地調査年月」とグループヘッダレコードの「取得年

月」「更新の取得年月」「消去年月」についてチェックします。旧 DM については、「作成年月」「現地調査年月」

「取得年月」をチェックします。 

各年月の文字列について次の順序でチェックします。以下、準則の DM(拡張 DM)を「新 DM」、国土交通省公

共測量作業規程の DM を「旧 DM」とします。 

① 旧 DM の場合、「    」「   0」は OK 

② 新旧とも「0000]は OK 

③ 1 文字目について、新 DM は「0」から「9」、旧 DM は空白か「0」から「9」以外の場合エラー 

④ 2 文字目について「0」から「9」以外はエラー 

⑤ 3 文字目について「0」「1」以外はエラー 

⑥ 4 文字目について「1」から「9」以外はエラー 

⑦ 3 文字目と 4 文字目の「月」について 1 月から 12 月以外はエラー 
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3. チェック 1 メニュー 

GeoCoach3D と異なる部分を個々のメニューについて説明します。 

 

3.1. 標準チェック 

作業規程の準則に明記されている内容について検査するメニューです。現在、一部の内容しか検査できません

が、順次追加していく予定です。 
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DMCodeType1.csv 

分類コードに対して図形区分とデータ(面,線,点,方向,注記など)が定義するファイルです(下記参照) 

空白の場合は次の順序で DMCodeType1.csv を探します。 

 拡張 DM エディタのインストールフォルダ下の「def」フォルダ 

 拡張 DM エディタのインストールフォルダ（インストール時に上書きで作成しています） 

別途、設定を変更される場合、変更した DMCodeType1.csv を指定して下さい。 

 

インデックスファイル 

インデックスファイルでの「使用分類コード」に対する「標準の分類コード」について取得分類基準表の情報

を参照します。インデックスファイルが指定されていない場合、DM データファイル内の分類コードをそのまま

「標準の分類コード」とみなして処理します。「使用データタイプ」などは参照しません。 

 

取得分類基準表にない分類コード・図形区分・データタイプ 

作業規程の準則の取得分類基準表で分類コードに対する図形区分と分類コードに対するデータタイプ(面,線,点,

方向,注記など)が定義されています。この定義に該当しない要素をリストアップします。但し、以下のケースにつ

いてはリストアップしません。 

・普通建物など、定義は面(E1)だが、図郭線上で切れて線(E2)になっている 

・タンクなど、定義は円(E3)だが、図郭線上で切れて円弧(E4)になっているケース 

設定はインストールフォルダの「DMCodeType1.csv」です。ファイルの内容は「9.1.1.DMCodeType1.csv」を

参照してください。設定を変更される場合、インストールフォルダの下にフォルダ「def」を作成し、そこにコピ

ーをおいて編集してください。拡張 DM エディタ起動時に、フォルダ「def」のファイルを優先して読み込みます。 

 

公共測量作業規程の DM の場合、「DMCodeType0.csv」の設定内容でチェックします。公共測量作業規程を参
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照して「DMCodeType0.csv」を設定していますが、図形区分などを追加していますが、設定内容を調整して使っ

てください。「DMCodeType0.csv」のフォーマットは「DMCodeType1.csv」と同じです。 

 

このチェックはもっと柔軟な対応が必要になってくると思われます。ニーズに応じて機能を追加していく予定

です。 

 

図形区分=99 を許す 

作業規程の準則 365 ページの人工斜面などについて「補助記号は自動発生して表示」となっていますが、拡張

DM エディタでは行っていません。このチェックを ON にすると、人工斜面、土堤、土がけ、雨裂、急斜面、岩

がけなどについて図形区分が 99 でもリストアップしません。 

 

横書きで角度が-45°～45°以外 

注記の角度(横書き)が-45 度より小さい、あるいは 45 度より大きいものをリストアップします。 

 

等高線数値は-180°～+180°以外 

横書きの注記の角度チェックで、分類コードが 7101 から 7108 までの場合、-180 度から 180 度までならばリス

トアップしません。 

 

線形図注記は-180°～+180°以外 

横書きの注記の角度チェックで、分類コードが 2501,2003,2504,2507 の場合、-180 度から 180 度までならばリ

ストアップしません。 

 

縦書きで角度が-45°～45°以外 

注記の角度(縦書き)が-135 度より小さい、あるいは-45 度より大きいものをリストアップします。 

 

全角・半角 

作業規程の準則の取得分類基準表（390 頁～392 頁、401 頁、407 頁）の注記の全角・半角指定に合っていない

注記をリストアップします。全角から半角、半角から全角への変換は[チェック]-[注記チェック]を使ってください。

注記の分類コードに対する全角・半角の設定はインストールフォルダの DMAnnotationType1.csv を参照してい

ます。 

 

等高線、基準点、数値地形モデルは 3 次元 

等高線(分類コード=7101～7108)、基準点(分類コード=7301～7312)、ランダムポイント(分類コード=7511)、ブ

レークライン(分類コード=7521)について、3 次元でない面(E1)、線(E2)、点(E5)、方向(E6)をリストアップしま

す。作業規程の準則の 277 頁の第 44 条「等高線、基準点、数値地形モデルの座標次元は 3 次元とする」に対応し

ています。 

 

年月は整数値(半角スペースを含まない) 

図郭レコード(d)の「作成年月」「現地調査年月」、グループヘッダレコードと要素レコードの「取得年月」「更新
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の取得年月」「消去年月」について、すべて整数値になっていることを調べます。半角スペースがあればエラーと

してレポートします。 

 

年月の範囲 

図郭レコード(d)の「作成年月」「現地調査年月」、グループヘッダレコードと要素レコードの「取得年月」「更新

の取得年月」「消去年月」の年について、指定した範囲内にあることをチェックします。また、後の 2 文字の月に

ついて、「01」から「12」の範囲内にあることもチェックします。但し「0000」と整数値以外はチェックの対象

外です。 

 

 

点(E5)が方向(E6)でも可(斜め図郭) 

このオプションを ON にすると、点(E5)の代わりに方向(E6)で作成されているケースについてエラーとしませ

ん。 DM データファイルが斜め図郭の場合に ON にします。 

 

始点と終点が同一座標 

面(E1)について、始点と終点が同一座標でないものをリストアップします。 

 

右回り：面(E1) 

面(E1)について、右回りでないものをリストアップします。ただし、標準の分類コードが普通建物(3001)、堅ろ

う建物(3002)、普通無壁舎(3003)、堅ろう無壁舎(3004)の中庭線(図形区分=31)および高塔(4235)、輸送管(空

間)(4262)については、左回りでないものをリストアップします。 

 

右回り：図郭線で切れている線(E2) 

作業規程の準則の取得分類基準表では面(E1)と定義されている地物について、図郭線で切れて線(E2)となってい

る要素について、右回りでないものをリストアップします。線(E1)で図郭線の一部を切り取って仮想的にポリゴ

ンとして、ポリゴンの面積の正負で右回り・左回りを判定しています。 

 

線(E1)を単体で検査しているため、下図のようにひとつの建物が複数の線(E2)に分かれているようなケースでは、

正しいにも関わらずリストアップしてしまう問題があります。 

図郭線 

線(E2) 
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標準の分類コードが普通建物(3001)、堅ろう建物(3002)、普通無壁舎(3003)、堅ろう無壁舎(3004)の中庭線(図

形区分=31)および高塔(4235)、輸送管(空間)(4262)については、左回りでないものをリストアップします。 

 

図郭線 

線(E2) 

エラーとしてリストアップしてしまう 

線(E2) 
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4. チェック 2 メニュー 

4.1. 注記チェック 

注記チェックの最後の３項目が拡張 DM エディタに追加した検査項目です。（GeoCoach3D にはない項目です） 

 

 

横書きで角度が-45°～45°以外 

注記の角度(横書き)が-45 度より小さい、あるいは 45 度より大きいものをリストアップします。等高線数値な

どでこの制限を外したい場合、[チェック]-[標準チェック]をお使いください。 

 

縦書きで角度が-45°～45°以外 

注記の角度(縦書き)が-135 度より小さい、あるいは-45 度より大きいものをリストアップします。 

 

全角半角を作業規程の準則に合わせる 

作業規程の準則の取得分類基準表（390 頁～392 頁、401 頁、407 頁）の注記の全角・半角指定に合わせて、注

記の文字列の全角半角を変更します。変更した注記は[確認リスト]にリストアップします。但し、分類コード

7301-7309 の基準点については「点名称を入れる場合は全角文字」となっていますので、変更の対象外です。注

記の分類コードに対する全角・半角の設定はインストールフォルダの DMAnnotationType1.csv を参照していま

す。 
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5. ３次元化メニュー 

 

DM の２次元の要素を３次元の要素にする機能です。 

2017/04/19 のバージョン 8.1.26 から、このメニューを追加しています。 

 

 

３次元化(一括：面・線) 

http://www.geocoach.co.jp/help/To3DBatchDialog.pdf 

 

３次元化(一括：点) 

http://www.geocoach.co.jp/help/To3DPointDialog.pdf 

 

http://www.geocoach.co.jp/help/To3DBatchDialog.pdf
http://www.geocoach.co.jp/help/To3DPointDialog.pdf
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6. 一括処理メニュー 

6.1. 拡張 DM 化 

通常の DM を開き、データパネルのポップアップメニュー[コンバート 拡張 DM]での保存は、ファイルのフォ

ーマットを変えるだけで、要素の情報は変更していません。通常の DM から拡張 DM(作業規程の準則の DM）へ

変換するために、要素の情報を一括して変更する機能を提供します。 

 

 

 

方向(E6)の方向を回転する 

分類コードで指定された方向(E6)の方向を一括して 90 度回転します。 

 

図形区分を変更する 

分類コードで指定された面(E1)線(E2)円(E3)円弧(E4)点(E5)方向(E6)注記(E7)について、変更元の図形区分を変

更先の図形区分に一括して変更します。 

 

等高線注記の分類コードを 71##にする 

標高注記(8173)など分類コードで指定された注記(E7)について、以下の条件を満たすものについて等高線数値

(7101-7108)に変換します。 

 ̧ 注記の文字列が整数値。文字列が小数点を含む注記は対象外。 
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 ̧ 注記を囲む矩形と等高線(陰線も含む)が 2 か所以上交差する。但し交差する等高線は同じ分類コードで標

高値は注記の数値と同じ。この等高線の分類コードが注記の分類コードになります。 

   

 

注記(等高線数値と基準点等)の属性数値に標高値を記録する 

分類コードが等高線数値(7101 から 7108)と基準点等(7301 から 7309,7311,7312)の注記(E7)について、注記デ

ータが数値の場合、その値を標高値(メートル単位)として要素レコードの属性数値に mm 単位でセットします。

属性数値を変更した注記のみを確認リストに表示します。上記「等高線注記の分類コードを 71##にする」の後に、

この処理を行います。 

 

 

変更した要素は[確認リスト]にリストアップします。 

等高線注記の処理で、等高線と交差しても標高値が異なっていたり、1 か所でしか交差しなかった場合、[チェ

ックリスト]にリストアップします。 

 

注記(E7)を点(E5)に変更する 

文字列が「Ｗ」「（岩）」「（土）」などの注記(E7)を、指定した分類コードの点(E5)に変更します。変更の対象とな

る注記と変更後の点の分類コードは「注記から点への変換対応表.csv」で指定します。注記は分類コードと注記の

文字列を指定し、該当する注記を点に変換します。 

 

列 型 内容 

1 整数 対象となる注記の分類コード 

2 文字列 対象となる注記の文字列 

3 整数 変更後の点(E5)の分類コード 
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変更した注記は確認リストにリストアップします。 

 

点(E5)の座標は、元の注記文字列を囲む矩形の中心です。 

 

 

6.2. 等高線間断区分 

メニュー[一括処理]-[等高線間断区分]で確認用に表示している TIN について、TIN を囲む外周線および穴の線

を DXF およびポリゴンのシェープファイルとして保存できます。データパネルのそれぞれの項目について、ポッ

プアップメニューに「保存 外周線 DXF」と「保存 外周線シェープファイル」を表示します。 

 

DXF ファイルにはレイヤ「0」のポリラインエンティティを保存します。 

シェープファイルにはポリゴンを保存します。道路については、市街地などでは街区のブロックがポリゴンの

内周なります。建物に中庭線があれば、これもポリゴンの内周になります。シェープファイルの DBF ファイルに

はひとつの属性を空白で記録しています。 

 

 ＡＢＣ 
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7. DM から DM 

指定したフォルダの DM データファイルを処理して、別のフォルダに DM データファイルを作成する機能です。

DM データファイルをまとめて修正・変更するための機能です。 

 

 

7.1. 図郭レコード修正 

 

 

 

DM ファイル入力フォルダ 

DM データファイルを参照するフォルダを指定します。拡張子が.dm と.kih のファイルを参照します。 

 

図郭レコード(a)の「修正回数」を訂正する 

図郭レコード(d)(e)(f)の組が複数あるにも関わらず、図郭レコード(a)の「修正回数」の値が 0 となっている場合、

(d)(e)(f)の組数を計算し、「修正回数」の値を訂正します。 

ミスマッチがある場合、入力フォルダの DM について、図郭レコード(a)の「修正回数」の 2 バイトのみを変更

し、他はそのまま同じバイトをコピーして出力します。 

DM ファイル 
DM ファイル 

DM ファイル 
DM ファイル 

DM ファイル 

DM ファイル 
DM ファイル 

DM ファイル 
DM ファイル 
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DM ファイル出力フォルダ 

DM データファイルを作成するフォルダを指定します。入力フォルダとは別のフォルダにします。処理した結

果の DM ファイルを保存します。処理対象外の場合は、そのままコピーしたファイルを保存します。 

 

7.2. 図郭レコード(c)更新 

隣接する DM ファイルの図郭レコード(a)の「図郭識別番号」を参照し、図郭レコード(c)の「隣接図郭識別番号」

をセットします。 

 

 

1 2 3 

8  4 

7 6 5 

 

DM1 

DM2 

DM1 

DM2 

図郭レコード(c)の(6)に、 

DM2 の図郭レコード(a)図郭識別番号をセットする 

 

図郭レコード(c)の(2)に、 

DM1 の図郭レコード(a)の図郭識別番号をセットする 
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DM ファイル入力フォルダ 

DM データファイルを参照するフォルダを指定します。拡張子が.dm と.kih のファイルを参照します。 

 

入力 DM ファイルの確認用 DXF 出力ファイル 

入力フォルダの DM ファイルについて、図郭レコード(a)の「図郭識別番号」と図郭レコード(c)の「隣接図郭識

別番号」の状況を確認するための DXF ファイルを作成します。空白でもかまいません。 

 

周囲の DM ファイルがない場合の処理 

隣接する DM ファイルが同じフォルダにない場合、図郭レコード(c)の内容をそのままにするか、空白にするか

を指定します。 

 

DM ファイル出力フォルダ 

DM データファイルを作成します。同じファイル名で作成するので、入力フォルダと別にしてください。DM の

図郭レコード(c)を変更します。入力 DM について確認用 DXF ファイルのみを作成する場合は、空白にします。 

 

出力 DM ファイルの確認用 DXF ファイル出力ファイル 

DM ファイルを保存した後、この DM ファイルを開いて確認用の DXF ファイルを作成します。内容は、入力フ

ァイルの確認用と同じです。入力用とは別のファイル名にして下さい。 

 

隣接する DM の判定について 

注目している DM ファイルの図郭の中心から、各方向に図郭の幅と高さだけシフトした座標について、その座標

が他の DM の図郭の中にあれば、その DM ファイルが隣接していると判定します。 
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この方法は図郭の図郭レコードに記録されている幅と高さと位置を参照するので、DM のファイル名や DM の地

図情報レベルは参照しません。 

 

確認用 DXF ファイルについて 

各 DM の図郭の矩形と、図郭レコード(a)の「図郭識別番号」を矩形の中心に、レイヤー「0」で出力します。 

図郭レコード(c)の「隣接図郭識別番号」は矩形の中に、レイヤー「1」で出力します。レイヤー「1」の色は黄

色に設定しています。「隣接図郭識別番号」が空白の場合は DXF に出力しません。 

 

上図は「Autodesk DWG TrueViewer 2015」での標示の一部です。 

 

図郭レコード(c)の内容を変更した場合、レポートパネルに表示します。 

 

なお、上記の画像は、他のフォーマットのファイルをテスト用に DM に変換して撮った画面コピーです。 

DM1 

DM2 

DM1 について 

DM1 の図郭の中央から南側の矢印の先は、 

DM2 の図郭に入っているので、DM2 が南側の図郭と判定。 

DM1 から東側、南東側は DM の図郭がないので、 

DM なしと判定。 
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7.3. 全て三次元座標レコードで保存 

作業規定の準則の DM(拡張 DM)ファイルから、作業規定とは異なる仕様の DM ファイルを作成します。 

 

 

 

 

 

DM ファイル入力フォルダ 

変換元の DM データファイルのフォルダを指定します。このフォルダの「.dm」を参照します。 

 

「地域分類」を空白にする 

グループヘッダレコードと要素レコードの「地域分類」を全て半角スペースにします。 

 

「情報分類」を空白にする 

グループヘッダレコードと要素レコードの「情報分類」を全て半角スペースにします。 

 

面(E1)線(E2)円(E3)円弧(E4)方向(E6)は全て三次元レコードにする 

面(E1)、線(E2)、円(E3)、円弧(E4)、方向(E6)について、座標は三次元レコードで出力します。 

作業規定の準則では、等高線は属性数値に標高値を記録し、二次元座標レコードで記録するようになっていま

すが、ここでは三次元レコードで出力します。 

また、元々二次元の要素は、標高値=0 の三次元座標レコードで出力します。 

 

注記(E7)の属性数値に「0」を出力する 

*.dm 
*.dm 

*.dm 
*.dm 

*.dm 

*.dm 
*.dm 

*.dm 
*.dm 

*.dm 
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出力する DM の注記(E7)について、属性数値は「0」で出力します。 

 

DM ファイル出力フォルダ 

DM データファイルの出力フォルダを指定します。同じファイル名で作成しますから、入力とは別のフォルダ

を指定します。 

 

この処理で作成するような内容の DM を、以下の説明のため「三次元座標レコード DM」とします。 

元の三次元座標レコード DM について、等高線の Z 値が同じ値ではない場合、作業規定の準則の DM になった

段階で、同じ Z 値になります。これを、この形式の DM に変換した場合、この異なる Z 値の情報はなくなります。 

 

 

7.4. 面と線を三次元座標レコードで保存 

作業規定の準則の DM(拡張 DM)ファイルから、作業規定とは異なる仕様の DM ファイルを作成します。 

作業規定の準則の「数値地形図データファイル仕様」の「第９５条」に、標高が同じ場合、属性数値に記録し、

２次元座標で記録することになっています。この処理では、等高線以外の３次元の面(E1)線(E2)について、同一 Z

値の場合でも三次元座標レコードで保存します。 

例えば、真幅道路が３次元で、Z 値が全て同じ場合 

通常 ：要素レコードの属性数値に Z 値をセットし、二次元座標レコードで保存 

 この処理 ：要素レコードの属性数値は空白にし、三次元レコードで保存 

となります。 

等高線(分類コード=7101 から 7108)は二次元座標レコードで、Z 値が同一ではない３次元の面(E1)線(E2)は三

次元座標レコードで出力するのは同じです。 

 

 

 

*.dm 
*.dm 

*.dm 
*.dm 

*.dm 

*.dm 
*.dm 

*.dm 
*.dm 

*.dm 

三次元座標レコード DM 

等高線 

異なる Z 値 

作業規定の準則 DM 

 等高線 

 Z 値は一つ 

三次元座標レコード DM 

等高線 

 同じ Z 値 

「全て三次元レコードで保存」 
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DM ファイル入力フォルダ 

変換元の DM データファイルのフォルダを指定します。このフォルダの「.dm」を参照します。変換するのは

作業規定の準則の DM のみです。 

 

等高線以外の３次元の面と線は三次元座標レコードにする 

処理内容を明示するためのチェックボックスです。チェックが入った状態になっています。 

 

DM ファイル出力フォルダ 

DM データファイルの出力フォルダを指定します。同じファイル名で作成しますから、入力とは別のフォルダ

を指定します。 

 

二次元座標レコードから三次元座標レコードに変更した要素数を分類コード別にレポートします。 

 

 

7.5. 点と線を方向へ変換 

本来は方向(E6)となるべき要素を点(E5)と線(E2)で作っておき、方向(E6)に変換するための機能です。 

次のような地物を想定しています。 

 4132 電話柱 

 4142 電力柱 
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点(E5)に注目し、次の条件で線(E2)を探します 

✔線(E2)の分類コードは点(E5)と同じ 

✔線(E2)の頂点数は２ 

✔線(E2)の始点が点(E5)と同じ座標 

条件が合えば、点(E5)と同じ座標に方向(E6)を作成し、方向をセットします。元の線(E2)が複数あれば、複数の

方向をセットします。元の点(E5)と線(E2)は削除します。 

 

 

 

DM ファイル入力フォルダ 

指定だれたフォルダ内の.dm あるいは.kih を参照します。 

 

点(E5)と線(E2)を方向(E6)にする 

上記の変換処理を行います。 

 

方向(E6)を点(E5)と線(E2)にする(方向の線が 2 本以上の場合) 

逆の処理で、方向(E6)を点(E5)と線(E2)に変換します。但し、方向(E6)に複数の方向がある場合が対象で、流水

方向など方向が一つの場合は、分解の対象外です。 

 

方向を示す線の長さ(メートル) 

点(E5)・

ん 

線(E2)  

始点の座標は点(E5)と同じ 

点数は 2 

 
線(E2)  

始点の座標は点(E5)と同じ 

点数は 2 
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点(E5)と線(E2)を方向(E6)にする際に、作成する方向(E6)の点と方向を示す座標との長さを指定します。この長

さで計算した座標を DM ファイルに記録します。 

 

DM ファイル出力フォルダ 

変換した DM ファイルを保存します。変換がなくても DM ファイルを保存します。 

 

 

レポートパネルには変換した点の数を表示します（上図） 

 

 

確認リストには各方向をリストアップします（上図）。 

 

7.6. 図郭別のファイルに分割 

複数の図郭にまたがる要素が記録されている DM ファイルを、図郭別のファイルに分割します。 

 

例えば、2 次元の要素と 3 次元の要素について、それぞれを統合された 2 個の DM ファイルの状態で編集され

ているとします。このメニューでは、これらの DM データを最終的に図郭別に分割します。 

 

Sample1.dm *.dm 
*.dm 

*.dm 
*.dm 

*.dm 

Sample2.dm 
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DM ファイル入力フォルダ 

変換元の DM ファイルのフォルダを指定します。DM のファイル名は任意ですが、拡張子が.dm のファイルを

参照します。 

 

平面直角座標系番号 

作成する DM ファイルの平面直角座標系番号を指定します。作成する DM ファイル名や図郭レコードの図郭名

に使用します。 

 

DM ファイル出力フォルダ 

図郭別に分割した DM ファイルを保存するフォルダを指定します。保存する DM ファイル 

 平面直角座標系番号 + 図郭名 + .dm 

です。 

 

以下の処理を行います。 

① 入力 DM ファイルの図郭レコードに記録されている「地図情報レベル」を参照し、保存する DM の地図情

報レベルと図郭の幅と高さを決めます。 

② 入力 DM ファイルの要素の座標から、保存する DM ファイルの図郭を計算します。 

③ 作成する DM ファイルの図郭レコードは、入力 DM の図郭レコードをコピーします。入力 DM が複数ある

場合、最初に参照した DM の図郭レコードをコピーします。 

④ コピーした図郭レコードについて、以下の項目については更新します。 

図郭レコード(a)の図郭識別番号、図郭名称 

図郭レコード(b)の左下図郭座標と右上図郭座標、要素数、レコード数 

図郭レコード(c)の隣接図郭識別番号 

図郭レコード(e)の図郭座標の端数は全て 0 にします 

⑤ 入力 DM ファイルの要素を各図郭の DM データに分けます。面(E1)と線(E2)が複数の図郭にまたがってい

る場合、分割します。 

⑥ 入力の DM ファイルが複数あり、範囲が重なっている場合、同じ図郭の DM ファイルに記録します。 
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上図はふたつの DM ファイルをリードして、13 分割された DM ファイルを保存した例です。 

 

□面(E1)が複数の図郭に分割された場合、それぞれ面(E1)として記録しています。線(E2)への変更が必要な場合、

作成した DM を開いて、メニュー「要素リストアップ」なので変更して下さい。 

□方向(E6)や注記(E7)は、代表点の座標値で出力先の図郭を決定します。 

□点(E5)等、代表点の座標値が図郭線上にある場合、両方の図郭に要素ができます。 

 

7.7. 図郭別にファイルを分割 2 

地図情報レベル 10000 の dm を、地図情報レベル 2500 の図郭に分割するなど、図郭の分割・統合を行います。 

 

 

Sample1.dm *.dm 
*.dm 

*.dm 
*.dm 

*.dm 

Sample2.dm 
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DM ファイル入力フォルダ 

変換元の DM ファイルのフォルダを指定します。DM のファイル名は任意ですが、拡張子が.dm のファイルを

参照します。 

 

平面直角座標系番号 

作成する DM ファイルの平面直角座標系番号を指定します。作成する DM ファイル名や図郭レコードの図郭名

に使用します。 

 

保存する DM ファイルの地図情報レベル 

保存する DM ファイルの地図情報レベルを分割します。 

 

DM ファイル出力フォルダ 

図郭別に分割・統合した DM ファイルを保存するフォルダを指定します。保存する DM ファイル名は 

 平面直角座標系番号 + 図郭名 + .dm 

です。 

 

確認用の kml・kmz ファイル 

保存した DM ファイルの要素の範囲の矩形と図郭名の kml・kmz ファイルを保存します。範囲の確認用です。

不要な場合は空白にしておきます。 

 

以下の処理を行います。 

⑦ 入力の DM ファイルの要素の座標から、保存する DM ファイルの図郭を計算します。 

⑧ 入力 DM ファイルの要素を各図郭の DM データに分けます。面(E1)と線(E2)が複数の図郭にまたがってい

る場合、分割します。（複数の図郭の要素を一つにまとめる場合、要素の接続は行いません） 

 

保存する DM ファイルについて、以下の設定を行います。 
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① 入力の DM の図郭レコードを一旦コピーします。複数の入力 DM が、ひとつの出力 DM に重なる場合、最

初の入力 DM の図郭レキードを参照します。 

② 図郭レコード(a)の「図郭識別番号」をセットします。 

③ 図郭レコード(a)の「図郭名称」をセットします。 

④ 図郭レコード(a)の「地図情報レベル」をセットします。 

⑤ 図郭レコード(b)の「図郭座標」をセットします。 

⑥ 図郭レコード(b)の「座標値の単位」を、出力する DM の地図情報レベルに合わせてセットします。 

地図情報レベル=500、1000 ⇒ 1 「mm」 

地図情報レベル=2500, 5000 ⇒ 10 「cm」 

地図情報レベル=10000 ⇒ 999 「m」 

⑦ 出力図郭の要素に合わせて、図郭レコード(b)の「要素数」「レコード数」をセット 

⑧ 図郭レコード(c)の隣接図郭識別番号をセット 

 

 

 

□面(E1)が複数の図郭に分割された場合、それぞれ面(E1)として記録しています。線(E2)への変更が必要な場合、

作成した DM を開いて、メニュー「要素リストアップ」なので変更して下さい。 

□同じ分類コード・図形区分・間断区分の線(E1)の端点の座標が同じでも、接続してひとつの要素にする処理

は行いません。 

□方向(E6)や注記(E7)は、代表点の座標値で出力先の図郭を決定します。 

□点(E5)等、代表点の座標値が図郭線上にある場合、両方の図郭に要素ができます。 

 

7.8. 指定した分類コードのみを残す 

オンラインヘルプ http://www.geocoach.co.jp/help/DMFromFolderToFolder9Dialog.pdf 

 

DM データファイルについて、ある分類コードのみの DM を作ります。 

 

ステップ１ 

分類コードをリストアップする 

DM ファイルの要素について、分類コードの一覧の CSV を作成します。 

http://www.geocoach.co.jp/help/DMFromFolderToFolder9Dialog.pdf


  7. DMから DM 

35 
 

 

 

ステップ 2 

指定した分類コードのみの DM データファイルを作成 

 

 

 

DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 
DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 
DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 
DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 
DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 

CSV ファイル 

 分類コードの指定 

DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 
DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 
DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 
DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 
DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 

DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 
DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 
DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 
DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 
DM データファイル 

 .dm あるいは.kih 

CSV ファイル 

 分類コードの一覧 
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DM データファイル(入力フォルダ) 

DM データファイルのフォルダを指定します。フォルダ内の.dm あるいは.kih を参照するファイルです。 

 

分類コードをリストアップ 

入力フォルダの DM について、分類コードをリストアップします。 

 

指定した分類コードのみを残す 

CSV で指定した分類コードのみを残した DM ファイルを作成します。 

 

分類コード指定 CSV ファイル(入力) 

残す要素の分類コードを CSV ファイルで指定します。下記参照。 

 

分類コード一覧 CSV(出力) 

入力フォルダの DM について、分類コードの一覧の CSV ファイルを保存します。 

 

DM ファイル出力フォルダ 

指定された分類コードのみの DM データファイルを保存するフォルダを指定します。 

 

DM データファイルを参照して、保存する CSV ファイルの内容です。1 行目はヘッダです。 
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列 型 内容 

   

1  空白です 

2 整数 DM の分類コード 

3 整数 参照した DM データファイル全体での要素数 

4 文字列 分類コードの名称 

 

この CSV ファイルを元に、残す要素の分類コードを指定します。 

 

１列目に任意の文字列が入っている場合、2 列目の分類コードの要素を残します。 

この例では、等高線のみの DM を作成する指定になります。 
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参照するのは 1,2 列のみなので、上図のような内容でも、処理は同じです。 

 

7.9. 注記を変更 

指定されたフォルダの DM ファイルを開き、注記を変更して、別のフォルダの保存します。 

 

 

 

 

 

DM ファイル入力フォルダ 

変換元の DM データファイルのフォルダを指定します。このフォルダの「.dm」「.kih」 

を参照します。 

 

注記の字大と字隔を半分する 

注記(E7)の字大と字隔を半分の値にします。元の字大が 1 の場合は 1 のままです。 

（処理内容を明示するためのチェックボックスです。チェックが入った状態になっています。） 

 

DM ファイル出力フォルダ 

*.dm 
*.dm 

*.dm 
*.dm 

*.dm 

*.dm 
*.dm 

*.dm 
*.dm 

*.dm 
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DM データファイルの出力フォルダを指定します。同じファイル名で作成しますから、入力とは別のフォルダ

を指定します。 

 

 

レポートパネルには元の字大・字隔と、変更後の値などを表示します。 

 

7.10. 点(E5)の標高値を変更 

DXF ファイルの POINT と INSERT を参照し、DM の点(E5)の Z 値を更新します。 

 

http://www.geocoach.co.jp/help/DMFromFolderToFolder14Dialog.pdf 

 

http://www.geocoach.co.jp/help/DMFromFolderToFolder14Dialog.pdf
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7.11. 日本測地系-世界測地系 

 

http://www.geocoach.co.jp/help/DMFromFolderToFolder16Dialog.pdf 

 

7.12. 地図情報レベル 2500 から 10000 

地図情報レベル 2500 の DM から、地図情報レベル 10000（座標値の単位=cm）の DM を作成します。 

 

http://www.geocoach.co.jp/help/DM10000From2500Dialog.pdf 

 

http://www.geocoach.co.jp/help/DMFromFolderToFolder16Dialog.pdf
http://www.geocoach.co.jp/help/DM10000From2500Dialog.pdf
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8. DM から変換 

8.1. DM データファイルをテキストとして比較 

同じ名前の DM ファイルをテキストファイルとして各行を順に比較し、文字列が異なる行をレポートします。 

メニュー[DM から DM]-[全て三次元座標レコードで保存]で作成した「三次元座標レコード DM」ファイルの内

容を確認するため作成した機能です。 

 

 

 

 

基準の DM ファイル入力フォルダ 

基準となる DM データファイルのフォルダを指定します。 

 

参照の DM ファイル入力フォルダ 

参照する DM データファイルのフォルダを指定します。 

三次元座標レコード DM 作業規定の準則 DM 三次元座標レコード DM 

「全て三次元レコードで保存」 拡張 DM エディタで保存 

「DM データファイルをテキストとして比較」 
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レポートの行数 

異なる行について、レポートする行数を指定します。デフォルトは 1 組にしています。異なる行数が多いと、

処理時間が大きくなります。 

 

レポートパネルに表示する 

異なる行の内容をレポートパネルに表示します。異なる行数が多いと、表示に時間がかかるので、OFF にして

ください。 

 

比較結果のテキストファイル出力フォルダ 

異なる行の内容をテキストファイルに出力します。各 DM データファイル別にテキストファイルを作成します。

ファイル名は 

 DM データファイル名(拡張子なし)＋「.txt」 

です。 

 

保存するテキストファイルには、DM データファイルの異なる行について、４行一組で記録します。 

 

最初の行は元の DM ファイルでの行番号です。2 行目と 3 行目は文字位置を確認するための目盛です。4 行は基

準の DM の行、5 行目は参照の DM の行です。 

上図は等高線の Z 値について、基準の DM に「0」が混ざり、参照の DM では同じ Z 値になっているケースで

す。 

 

 

上記のケースでは、基準の DM の方向(E6)について、Z 値が三次元レコードで記録されていますが、属性数値

が、その Z 値と異なり、作業規定の準則の DM になった段階で、三次元レコードの Z 値が属性数値に記録され、

再度、三次元レコードに記録される段階で、属性数値の Z 値が記録されたケースです。 



  8. DMから変換 

43 
 

 

拡張 DM エディタのバージョン 8.0.11α(2015/01/12)から、DM をリードする際に、精度が高い属性数値の方を

優先するように修正しました。 

 

 

両方の DM データファイルが全く同じ場合、出力するテキストファイルのサイズは０です。 

 

 

三次元座標レコード DM 

属性数値 

=41856 

三次元座標レコード 

 =4186 

作業規定の準則 DM 

 属性数値 

  =41856 

 

三次元座標レコード DM  

属性数値 

=41856 

三次元座標レコード 

=4186 

 

「全て三次元レコードで保存」 

三次元座標レコード DM 

属性数値 

=41856 

三次元座標レコード 

 =4186 

作業規定の準則 DM 

 属性数値 

  =41860 

 

三次元座標レコード DM  

属性数値 

=41860 

三次元座標レコード 

=4186 

 

「全て三次元レコードで保存」 
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8.2. 要素情報の CSV 作成 

 

 

http://www.geocoach.co.jp/help/DMFromFolderToFolder13Dialog.pdf 

 

http://www.geocoach.co.jp/help/DMFromFolderToFolder13Dialog.pdf
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9. その他 

9.1. 設定ファイル 

拡張 DM エディタが参照する設定ファイルがいくつかあります。これらのファイルはインストールフォルダに

あり、拡張 DM エディタ起動時に読み込みます。設定ファイルを変更する場合、インストールフォルダの下にフ

ォルダ「def」を作成し、そこにコピーをおいて編集してください。拡張 DM エディタ起動時に、フォルダ「def」

のファイルを優先して読み込みます。Windows Vista の場合、「def」ではなく、次のフォルダにおいてください。 

C:¥ユーザ¥(ログイン名)¥AppData¥Roaming¥GeoCoachSystems¥拡張 DM エディタ¥ 

 

9.1.1. DMCodeType1.csv 

作業規程の準則の取得分類基準表で分類コードに対して図形区分とデータ(面,線,点,方向,注記など)が定義され

ています。この対応関係を CSV 形式のファイルにしています。メニュー[チェック]-[標準チェック]で使用します

(「3.1.標準チェック」を参照)。1 行目はヘッダで、2 行目からがデータです。空白行は読み飛ばします。 

列 型 内容 

1 整数 分類コード 4 桁の整数 

2 文字列 名称 

3 文字列 地図情報レベル 

複数の地図情報レベルがある場合、間に「|」を入れます 

空白はすべての地図情報レベルを意味する 

4 文字列 図形区分  

複数の図形区分がある場合、複数の行を作成します。 

空白は図形区分=0 を意味します 

5 文字列 データタイプ「面」「線」「円」「円弧」「点」「方向」「注記」「属性」「グリッド」「不整三角網」 

複数のデータタイプがある場合、間に「|」を入れます 

空白あるいは上記データタイプ以外は読み込み時に[レポート]パネルにエラー表示します。 

DM に対する設定「DMCodeType0.csv」も同じ形式です。 
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9.1.2. DMAnnotationType1.csv 

作業規程の準則で注記の分類コードに対して全角・半角が定義されています。この対応関係を CSV 形式のファ

イルにしています。メニュー[チェック]-[標準チェック]と[注記チェック]で使用します 1,2 行目はヘッダで、3 行

目からがデータです。空白行は読み飛ばします。 

列 型 内容 
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1 整数 分類コード 4 桁の整数 

2 文字列 全角指定。○などの文字があれば、注記は全角ありとなります。空白の場合、全角なしです。 

3 文字列 半角指定。○などの文字があれば、注記は半角ありとなります。空白の場合、半角なしです。 

4 文字列 名称。この列はなくてもかまいません。 

全角か半角のどちらかあるいは両方を指定してください。両方が空白の場合、[レポート]パネルにエラーを表示

します。 
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9.2. 索引 

Ｄ 

DMAnnotationType1.csv ......................... 14, 17, 46 

DMCodeType1.csv ................................... 13, 14, 45 

DM に変換して保存 ................................................ 8 

か 

街区面 ..................................................................... 2 

拡張 DM に変換して保存 ........................................ 8 

公共測量標準図式 ............................................... 1, 8 

さ 

作業規定の準則 ....................................................... 1 

座標列方向 .............................................................. 2 

三次元座標レコード DM ................................. 27, 41 

始点と終点は同一座標 ............................................ 1 

取得分類基準表 ..................................................... 13 

数値地形図データファイル ..................................... 8 

数値地形図データファイル仕様 .............................. 1 

た 

注記の角度(縦書き) ......................................... 14, 17 

注記の角度(横書き) ......................................... 14, 17 

注記の全角・半角 ........................................... 14, 17 

デジタルマッピングデータファイル................... 1, 8 

は 

不整三角網 .............................................................. 9 

分類コードに対する図形区分 ............................... 13 

分類コードに対するデータタイプ ........................ 13 

補助記号は自動発生して表示 ............................... 14 

 

 

 

 


